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皆さん方は七福神をご存知だろうか。そう，恵比寿，大黒，
毘沙門，弁財，福禄寿，寿老人，布袋の七神のことであり，儂

わし

（恵比寿）もその一人ではあるのだが。
儂はもともとこの国での土着信仰の神として祀られておっ

た。ところが平安時代初期の最澄という偉い坊さんがインドか
ら台所の神として大黒さんを連れてきた。その後ほどなくして
京都の鞍馬山で信仰されていた毘沙門どのが加わり，一時は儂
を含む三神が信仰されることがあった。それが平安時代末頃に
なると近江竹生島の弁天様の信仰が盛んになって三神に加わ
り，しばらくは四神信仰の時期が続いた。

室町時代中期の東山文化のころ，中国の道教から福禄寿さん
や寿老人，仏教界から布袋和尚もやってきて，室町時代の終わ
り頃には儂を含む七神の顔ぶれが揃ったことになる。

江戸時代の初め，天海僧正が徳川家康に，富国繁栄の方策と
して広く信仰されていた七柱の神々がもたらす徳を説いたとい
われておる。

つまりは，人間の七福を七神に求めて，インドから来られた
大黒天に有福を，毘沙門天に威光を，弁財天に愛嬌を，また，
中国からの寿老人に長寿を，福禄寿に人望を，さらに布袋和尚

には大量を願うことで六福を叶えようとした。そうして日本古
来の恵比寿である儂に清廉，正直を委ねてきた。

それを象徴する縁起物として描かれたものが七福神の乗る宝
船じゃ。その宝船の絵には一緒に回文の歌も書かれておる。

長き夜の　遠の眠りの　皆目覚め　波のり船の　音の良きかな
くどいようじゃが儂を除く六神は皆インドや中国から来た
神々じゃ。
話がそれてしまったようじゃ。
エビスグサはマメ科センナ属の一年草。アメリカ原産の帰化

植物。日本へは江戸時代の享保年間に中国から渡来したといわ
れている。本州以南の畑地，空き地，道端，樹園地などで生育。
背丈は 50cm から 100cm。葉は互生し 2 ～ 4 対の偶数羽状複
葉で，夕方になると葉を閉じる就眠活動をする。7 月から 8 月
に黄色い花を咲かせるが，いわゆるマメ科の蝶形花ではなくい
びつな 5 弁花である。花後，10 月頃に 10cm から 15cm の細
長い豆果をつける。この細長い豆果を恵比寿天の持つ釣り竿に
見立てて「恵比寿草」と名付けられたように思うが，牧野富太
郎は「夷」の字を充てて「蛮夷の異国から渡来したから」，と
するがいかがであろうか。
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